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(ー) 昭和34年四月20日 第4'6号

昭和33年度長浜町財政再建計画実施状況の公表 (単位千円)江季京本

分 1;1額bLlAよ般宮源l :t\~官官diE34i
税牧入/33.959/ 33.9回/34.日2/ 34 .132/ 1731 173持22空
普通年度分/33.部9/ 33.9591 34.1321 34.1321 173/ 173ど22FE

財政再建のための増牧入 1 - / - 1 - 1 =  -1  -1詳号重要
地方交付税及地方譲与税 1 35.563/ 35 5631 35.5631 3日臼l-l =-1 ~;孟言語 四前ず

国庫支出金及都道府県支出金/ 31. 7lS1 - 1 30.3田1 - '1ム 1.330/ -l請書言語 -ZHJ
地 方 債 1J2.600/ - 1 14.6∞1 - / 2.000/ -'1 ~事長費五三一
財政再建債 1 -1  -/  -T-/ ー |-132空2tハ十ら1)

1 12.EOo/ - / 14.6001 - 1 2.∞d -1云宅手差許}三

他 1 17引 9.9吋工5叫山側ム 2幻4 4 3gzzp万ま日岳
計 113J .814/ 79叫即刻 80.104/.6.1叩/ 623層予言:円善用

|計画額|決算額 l比較増減額同時間 通時
才 入 額 l一般財源l才入額|一般財源|才入額 l一般財源l協 表 ま が 三 の ゐ t a 1 "

143.103/ 37.8531 42.7301 38.4旦1 '373/ 吋誌は三回立母え
121.456/ 羽田41 20.791/ 19.388/ 6臼1.6. 414供持E燕訣
1]9叫 16.9551 19刀工117.2∞/ 2271 24452d量字算
1 J.印9/ 1.094[ 2.2181 1.8631ム乱9/ 769手立μ 諜

160.997/ 17.ω7/ 58. 6681 15.779/ 2.3291ム 1.318

158.8191 15.019/ 55.8391 12.9吋 2.980[.6.2.06司

12.1781 2.078/ 2・8291 2.829/ム 6511 7511 

125.963/ 22.780/ 25.7351 22. 623/ 22~.ð. 157 

113.871/ 10.6881 13.974[ 10.9141ム 1031 22日

1 2ω21 12叫 11.7611 11.709/ 331/.6. 3831 

11.7511 1.751/ 1.7511 1.751/ ー/ -
ll訂日41 79.4811128田41 78・604/ 2・930/ 8771 

l-1 - /ユ 500/ 1.500/ 1.5001 1.50d 
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消費的経費

人件費

ロ物 件 費

その他

投資的経費

補助事業費

単独事業費

公債費

財政再建債元利償還金

そ の他

の他

出 ー計

歳入歳出差引額

備考 借入額償還額
31年度 45.000 
32年度
33年度
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イ

ロ

d 

イ

ロ
出トー

場襲
そ

去
る
十
月
九
日
、
十
自
主

市
に
お
い
て
開
催
の
第
七
回
愛

媛
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て

元
長
浜
町
共
同
募
金
会
長
門
田

豊
市
民
は
永
年
共
闘
募
金
運
動

に
協
力
し
た
そ
の
功
に
よ
り
愛

媛
県
共
同
募
金
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

(毎J;『回発行)

11.015 
9.292 

未償還額
45.000 
33.985 
24.693 

門輝共同
れてた日矢野
ま満がを 町

し 場一九例定月 以つ 関夫教苓育田 募 た。致て氏
且く金 を 任は員
..!E己 の も 町 期 去 (

市表功 つて議会満了 る三年

氏彰
l乞

再選 にお なと 三九月 委員

さいっ十)

同:r

(2ヶ年分繰上償還)
(3ヶ年分繰上償還)

教

育 4

委

矢
野

再夏目
氏

選

私
等
は
日
常
の
生
活
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
交
通
法
令
に
違

反
し
交
通
防
警
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
気
づ
か
ず
に
い
る
点
が

多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

次
の
こ
と
を
一
つ
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

L

道
路
の
通
行
は
人
は
右
車
は
左
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
実
行
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

n
L
B
よ
け
、
雨
よ
け
、
陳
列
台
、
カ
ン
パ

γ
、
そ
の
他
の

物
が
道
路
上
に
は
み
だ
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

ー
道
路
上
が
自
転
車
の
置
場
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

4
.
道
路
が
花
ダ
シ
等
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

広
道
路
で
大
勢
集
り
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。

ふ
子
供
等
が
道
路
で
ポ
ー
ル
投
げ
や
、
右
グ
P
な
ど
は
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
我
等
が
一
寸
気
づ
い
た
点
だ
け
で
も
よ
く
考

え
て
み
れ
ば
数
限
り
な
く
あ
る
よ
う
で
す
.

ζ

う
し
た
交
通
防
警
は
、
日
常
生
活
の
う
ち
に
悪
意
で
な
く

無
意
識
の
う
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
.

去
る
十
月
十
六
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
の
十
目
間
秋
の
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
我
等
は
こ
の
期
間
の
み
で
な
く

常
に
交
通
道
徳
に
意
を
そ
そ
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
の
目
先
の
儲
か
る
利
益
を
得
る
た
め
、
し
か
も
正
し
く

な
い
方
法
で
道
路
の
一
部
を
占
処
し
て
大
勢
の
通
行
人
に
迷
惑

を
か
け
た
り
、
町
の
美
観
を
そ
こ
な
う
よ
う
な
と
と
の
な
い
よ

う
お
互
が
公
徳
心
を
充
分
発
揮
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
町
・
つ
く

り
に
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一一書
J

交
通
防
害
は

伝

記

事

故

の

も

と

事業税第二期分は納期内に
L 

納税者の皆さん/

事業税第二期分の納期 (11月 30日)が来ました。 I
令書を問中旬に御送付します。 I
準備は既に出来ている事と思いますが家事多忙の為忘れ

る事がありますので令書が届き次第、伊予銀行支底、最

寄りの郵便局又は大洲財務事務所窓口へ御納め下さい。

尚納税貯蓄組合に加λされている方で納期内に完納され

る時は補助金を組合に交付するようになっておりますの

で未加入の方は是非加入される事を御勧めしますa

犬訓財務事務所

/ 

強
風
雨
の
中
で
し
め
や
か
に
慰
霊
祭

九
月
十
七
日
折
悪
し
く
台
風
一

十
四
号
の
余
波
を
受
け
、
こ
L

一

金
山
出
石
寺
は
風
速
二
十
米
余
一

り
の
風
雨
に
慰
霊
祭
参
列
者
達
一

の
足
を
救
い
、
全
身
ぬ
れ
ね
ず
一

み
の
悪
条
件
の
下
に
第
二
十
八
一

回
出
石
寺
平
和
祈
願
並
に
戦
没
一

者
慰
霊
祭
が
執
行
さ
れ
た
。
参
一

列
者
総
数
約
五
百
名
(
本
町
よ
一

り
一
一
七
名
)
に
よ
り
午
前
十
一

一
時
鐙
を
合
図
に
式
が
始
ま
る

式
堂
の
静
寂
に
反
し
戸
外
の
風

は
益
々
た
け
く
る
い
、
さ
し
も

の
大
広
間
も
し
ば
し
沈
黙
、
午

後
一
時
慰
霊
祭
の
式
も
と
ど
と

う
り
な
〈
終
了
、
引
続
き
森
大

国
師
に
よ
る
「
靖
国
の
心
を
偲

ぴ
従
軍
を
回
顧
す
る
」
と
題
す

特
別
法
話
あ
り
午
後
二
時
三
十

分
全
日
程
か
終
了
し
た
。

の 信芭 り

長

演 陵護襲撃雲

閣憶をき務

民三日乏~-";:;-:I;之::l.~苧
tl 色乏芝さと宗三-::::z-_;.司壬~
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長潰町役場

印刷所岸本印刷所

有
線
あ
っ
て
憂
い
な
し
山
中
竜
介

ただ今救助におもむけり…-

消防圏再編成なる

再建期間
12ヶ年
10ヶ年f昭和37年度1
7ヶ年L償還完了 j 

次 民団をのたの民
の新が長行機の機皆長
通た再のつ構 でE訪様浜
りに選改たを団 カ の 町
で編き任。改買も御消
あ./lX.れに任草の大協防
るをたは期、定都力団

U み。 ー満 役数分にで
た 宮 了 員を充よは
役 亀にの減実り最
員 久 伴 改 少を、近
Ir;l: 雄う選回見そ町

団長 一宮氏再選

加味霊
藤府保5}

団
勝長

一 輔

1 1 
第第第第第部
五四三二一長
田矢二島池
淵野宮田浦

間|書 1"..
梶副洲茎浜量
本庁目頭車 井吾

用分 団

重望秀長
雄茂九雄

|斗|
竺竺|
矢後山
野 τ古本
上朗々
正 好金利義寅繁
夫実光定雄徳雄利

⑨
タ
ク
ワ
ン

た
く
わ
ん
は
、
漬
け
る
前
の

十
倍
も
ビ
タ
ミ
ジ

B
ワ
ン
を
ふ

〈
ん
で
い
ま
す
。
漬
け
て
か
ら

お
よ
そ
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
た
っ
た

と
る
が
、
一
番
ビ
タ
ミ
ン
B
ワ

シ
の
多
い
と
き
で
す
。

く
ら
し
の

便

利

帳

ザ

一-
1
 

4

・!、

村 門 斑増本

上 田 田部

道計長晴長

義雄茂

間 1... =， 1，，- =.， 1 
河副泉高生副西高河副畑喜
村伊喜四t田高地。山富

長孝 長 徹長

登伯夫司明男

_1，，_1一一L
「一一一一1I 11-'1 
第第第第第第第第第
四三二一三二一二一
崎徳徳鎌大西二池門
岡山岡田出間 宮 田 口

平 刷 貴

喜幸八富 清正美広
市男郎雄涼高直男海

櫛

生

分

団

長

一

|

第

一

井

上

清

長

浜

町

消

防

団

長

副

団

長

|

松

本

多

賀

男

l
一
第
一
一
宇
都
宮
達
夫

一
宮
亀
久
雄

l
戎

忠

男

j
副

P

一

松

田

憲

行

一

l
第
三
佐
々
木
道
男

⑨

あ

か

り

夜
の
部
屋
の
明
る
さ
は
、
四

帖
半
で
六
十
ワ
ッ
ト
)
六
帖
で

八
十
ワ
ッ
ト
、
八
帖
で
育
ワ
ッ

ト
ぐ
ら
い
が
て
き
と
う
で
す
。

⑨

サ

ン

マ

サ
ン
マ
の
季
節
で
す
ね
。
焼

き
た
て
の
サ
ン
マ
に
大
根
お
ろ

し
を
つ
け
て
食
ベ
る
味
は
格
別

で
す
。
し
か
し
、
焼
い
た
す
ン

マ
を
さ
ま
し
て
食
べ
た
の
で
は

栄
養
価
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す

あ
つ
い
う
ち
に
お
い
し
く
食
べ

る
と
、
消
化
も
よ
い
し
、
体
の

中
に
栄
養
分
が
た
や
す
く
吸
収

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ
シ
マ
の

目
玉
に
は
、
ビ
タ
ミ
シ
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。



(二)

果樹

農

林

第46号
A

山
富評Eコ

ロロ木
陣品哩

ムL

野手ナ二、戸

九
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両

日
郡
青
果
連
及
び
果
樹
研
究
青

年
同
志
会
主
催
の
も
と
に
、
密

胃
同
吋
一
柑
の
立
木
品
評
会
が
開
催
さ
れ

冊
目
一
ま
し
た
。
本
年
は
集
団
閣
を
対

一
象
と
し
、
隣
り
近
所
も
共
に
手

一
を
取
り
合
っ
て
優
秀
な
も
の
を

一
作
り
、
地
方
全
体
の
品
質
、
数

一
量
の
増
加
を
め
ざ
し
た
有
意
義

B
一
な
口
問
評
会
で
し
た
。
三
戸
で
-

0〓
点
と
し
十
二
点
の
審
査
の
結
果

左
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

一

等

賞

喜

多

灘

池

浦

伝

吉

西

岡

正

則

細

川

利

春

喜
多
灘

登

尾

秋

太

郎

賀

永

春

義

深

井

}

真

出

海

石

山

ハ

ル

ヱ

塩

見

政

信

弁

上

勉

越
智
技
師
講
評

関1"

二
等
賞

(毎月工回発行)

非良
常一い 審
に番 i点査
良感、 長
し、，心
こし
とた
、事

之は
は樹
敷勢
草が

作

業

度
の
石
灰
が
必
要
で
あ
る
か
一
る
点
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

ら
、
最
少
限
と
し
て
も
年
間
一
以
上
の
点
を
自
分
の
閣
と
比

三
十
貫
を
二
月
と
九
月
の
上
一
較
し
て
改
良
点
を
見
出
し
、
増

句
に
施
用
す
る
事
な
ど
が
樹
一
々
良
好
な
密
柑
作
り
に
努
力
し

勢
、
着
色
、
土
壌
改
良
の
点
一
て
下
さ
い
。

か
ら
一
般
の
方
も
必
要
で
あ
一

果

話t

風
害
に
よ
っ
て
落
葉
す
る
事
も

少
な
く
、
作
柄
を
安
定
さ
せ
る

上
に
著
し
い
効
果
が
あ
る
。

。
施
周
期
及
び
施
用
量

十
月
下
句

1
十
一
月
上
旬
で

採
取
完
了
の
二
十
日
前
に
施
用

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

マ
ル
喜
配
合
肥
料
五
袋

三
、
温
州
密
柑
の
採
収

今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て
最

盛
期
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
果

実
は
一
日
で
も
早
〈
採
取
す
る

と
そ
れ
だ
け
樹
の
た
め
負
担
が

軽
く
な
り
樹
勢
の
恢
復
が
早
い

採
収
期
に
つ
い
て
は
、
今
迄

余
り
深
〈
考
慮
が
払
わ
れ
て
い

な
い
向
が
多
い
様
で
あ
る
が
、

時
期
は
立
地
条
件
に
よ
っ
て
異

な
り
、
普
通
十
一
月
下
匂
頃
で

あ
る
か
ら
、
十
一
月
十
五
日
頃

よ
り
始
め
十
二
月
五
日
頃
ま
で

に
終
る
様
に
着
色
状
態
に
よ
り

採
取
す
る
と
よ
い
。

成
績

三
年
度
完
納
。

喜
多
灘
地
区
(
全
区
十
組
合

)
普
通
税
、
保
険
税
、
成

績
優
良
。

大
和
地
区
(
全
区
二
十
六
組

品
目
)
普
通
税
、
保
険
税
、

成
績
優
良
。

二
、
組
合
、
な
ら
び
に
個
人

L

普
通
税
、
保
険
税
、
三

ケ
年
連
続
完
納
。

長
浜
地
区
、
第
一
区
第
二

区
第
四
区
黒
田
区
沖
浦
一

区
2
永
年
勤
続
三
ヶ
年
連
続

完
納
。
小
松
高
数
(
十
七

区
組
合
長
)
藤
本
専
助
(

二
十
三
区
組
合
長
)

-
三
十
三
年
度
普
通
税
、

保
険
税
完
納
。
高
木
忠
登

(
第
五
区
組
合
長
村
(
松

対
ー

ほ
ど

.~マ
戸r.

忠
衡
(
第
九
区
組
合
長
)

明
関
定
市
(
第
二
十
一
区

組
合
長
)
岸
本
菩
平
(
第

二
十
四
区
組
合
長
)
大
啄

伊
佐
見
(
第
二
十
五
区
組

合
長
)
松
末
虎
雄
(
第
二

十
七
区
組
合
長
)
第
四
十

一
区
第
四
十
三
区

町税徴収率調査表

4

感

謝

状

区
長
会
納
税
対
策
委
員

大
野
雅
幸
(
二
十
六
区
組

合
長
)
合
田
直
衛
(
二
十

九
区
組
合
長
)
山
崎
秀
夫

(
三
十
七
区
組
合
長
)
藤

本
専
助
(
二
十
三
区
組
合

長
)

f年芋度閲l現滞別 I'徴徴収率
3叩O直豆旦目乞目旦2笠d 
年削l旦呈皇旦J凹旦ニ07
度|計 !8白4.8邸g 

i3泣工団主星

|い年同生盟亙!巳壬2立L 
度|計|目88.8田9 
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乳

牛

育
一
早
は
全
く
な
く
な
り
、
エ

ン
ジ

ν
l
デ
、
甘
諮
.
燕
主
円
を

与
え
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
麦

蒔
き
時
等
で
忙
が
し
く
な
り
ま

す
が
、
ヌ
、
乳
牛
の
管
理
に
も

寸
暇
を
利
用
し
て
面
倒
を
見
て

や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

乳
牛
は
、
自
然
に
対
す
る
抵

抗
力
は
中
々
強
い
方
で
す
し
、

又
、
適
肢
に
鍛
錬
を
必
要
と
す

る
も
の
で
す
。
け
れ
ど
も
・
放

任
は
、
絶
対
に
慎
し
ま
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

家
族
の
一
員
と
し
て
、
牛
舎

の
設
備
、
敷
ワ
ラ
、
手
入
、
及

び
運
動
等
に
充
分
注
意
し
て
下

文
、
ぃ
c

全
身
の
摩
擦
を
行
っ
て
、
寒

期
め
一
抵
抗
力
を
強
め
る
よ
う
に

常
に
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

古

豚
今
月
は
、
豚
の
種
付
時
期
で

す
。
発
情
を
見
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
気
を
く
ば
っ
て
、
種
付
し

て
下
さ
い
。

(Oi山ニ霊長

を
多
く
施
し
て
い
る
為
に
早
警

が
少
く
な
り
、
土
壌
腐
植
が
良

い
為
肥
料
効
き
が
良
く
、
之
に

伴
う
徴
量
要
素
欠
乏
が
な
い
。

又
病
虫
害
防
除
の
徹
底
点
が
良

好
で
あ
っ
た
。

欠
点
と
し
て
は
、

イ
発
育
の
状
態
調
査
を
も

っ
と
行
い
品
種
の
選
定
を
行

う
事
。

ロ
到
定
整
枝
の
改
善
を
要

す
る
点
。

幼
木
も
生
長
は
良
い
が
主
授

の
整
枝
が
出
来
て
い
な
い
。

七
八
年
生
ま
で
は
支
柱
を

立
て
る
こ
と
。

第
一
に
幼
木
の
金
肥
の
過

施
に
よ
る
根
の
腐
敗
し
た
も

の
が
多
い
か
ら
有
機
質
肥
料

を
施
す
必
要
が
あ
る
。

成
木
で
は
一
番
に
亜
主
校
が

多
過
ぎ
る
か
ら
撃
理
を
要
す

る。
第
二
に
間
伐
を
必
要
と
す

る
向
が
多
い
か
ら
計
画
的
間

伐
を
要
す
る
点
。

ハ
旋
肥
で
は
硫
安
、
硫
加

等
施
用
の
際
は
之
と
問
屋
程 審査員の真剣な採点ぶり

一
、
第
二
回
収
穫
前
の
石
灰
硫

黄
合
剤
の
撒
布

前
月
号
記
載
第
一
回
撒
布
に

引
続
き
第
二
回
目
の
第
一
燐
酸

石
灰
加
用
石
灰
流
賞
合
刻
の
撒

布
を
行
う
。

。
撒
布
時
期
及
び
濃
度

第
一
回
倒
十
一
月
中
旬

第
一
燐
酸
石
灰

O
、
コ
一
%

石
灰
流
賞
合
剤
一

0
0
1

一二

O
倍

展
着
剤
(
水
一
八
立
に
対

五
∞
)

二
、
普
通
温
州
の
施
肥

温
州
密
柑
の
秋
肥
は
、
一
名

御
花
肥
と
も
い
わ
れ
て
い
て
、

温
州
で
は
牧
穫
の
直
前
に
施
用

す
る
が
、
こ
れ
を
合
理
的
に
施

用
し
た
も
の
は
、
厳
寒
期
迄
に

一
応
樹
勢
が
恢
復
し
、
然
、
期
が

き
て
も
寒
害
を
被
る
事
も
、
又

向
上
す
る
納

昭
和
三
十
四
年
度
に
お
け
る

納
税
組
合
長
会
を
各
地
区
毎
に

開
催
優
良
な
納
税
成
績
を
納
め

た
優
良
団
体
又
は
組
合
、
永
年

勤
続
さ
れ
た
納
税
組
合
長
、
納

税
対
策
に
協
力
さ
れ
た
区
長
会

役
員
に
そ
れ
ん
¥
町
長
よ
り
表

彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状
が
お
く

ら
れ
た
。

関
係
表
彰
者
は
次
の
方
々
で

す。一
、
団
体

白
潟
地
区
(
全
区
三
十
二
組

合
)
普
通
税
、
保
険
税
、

二
ヶ
年
連
続
完
納
。

櫛
生
地
区
(
全
区
十
八
組
合

)
普
通
税
、
二
ヶ
年
連
続

完
納
。

出
海
地
区
(
全
区
七
組
合
)

普
通
税
、
保
険
税
、
一
二
十

載
縫
パ
サ
ミ
に
乞

堵
ョ
た
め
を
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牛

の「
流
行
性
感
冒
」

に
注
意
し
ま

し

よ

季
節
の
変
り
目
の
十
一
月
に

な
り
ま
す
と
、
牛
は
案
外
、
ヵ

ゼ
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

現
在
、
南
九
州
に
牛
の
流
行

性
感
冒
が
大
発
生
し
て
お
り
こ

れ
ら
の
地
帯
と
牛
の
交
流
は
今

後
、
厳
重
な
警
戒
が
要
望
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
『
カ

ゼ
』
を
引
か
せ
な
い
よ
う
に
す

る
為
に
は
、

①
舎
内
の
乾
燥
に
努
め
、
清

潔
に
保
つ
こ
と
。
(
特
に
床

面
)

①
湿
度
を
高
く
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
(
舎
内
が
糞

尿
で
よ
ご
れ
、
惑
い
ガ
ス
が

充
満
し
牛
の
ノ
ド
ゃ
、
問
弁

を
い
た
め
ま
す
。
)

①
夜
間
の
す
き
間
風
に
注
意

す
る
こ
と
。

@
敷
ワ
ラ
を
厚
く
し
て
、
保

温
に
注
意
す
る
こ
と
。

①
天
気
の
よ
い
日
に
は
舎
内

の
換
気
に
つ
い
て
充
分
注
意

す
る
と
と
。

①
全
身
の
摩
ナ
ツ
を
行
っ
て

突
、
期
に
対
す
る
抵
抗
力
を
強

め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

な
ど
に
充
分
注
意
を
払
っ
て
下

さ
い
。尚

、
牛
が
、
「
流
行
性
感
冒

」
に
か
t

ふ
り
ま
す
と
、

①
い
き
な
り
、
四
十
度
以
上

の
高
い
熱
が
出
て
、
(
正
常

時
の
平
均
体
温
は
三
八
、
八

度
)
2
I
3
日
続
き
ま
す
。

①
食
慾
が
な
く
な
り
ま
す
。

①
、
呼
吸
困
難
と
な
り
ま
す
。

(
正
常
体
の
一
分
間
の
平
均

呼
吸
数
は
成
牛
日
!
日
関
で

nむ
h
p
i

《リ
J

司
h

A

{

n

J

U

も、

(
ゆ
セ
キ
が
出
て
、
鼻
の
先
が

乾
き
ま
す
。
(
京
常
体
で
は

清
い
水
様
の
液
体
を
分
泌
し

し
め
っ
て
い
る
。
)

①
反
す
う
が
止
み
ま
す
。
(

正
常
体
で
の
反
す
う
は
、
会

後
初

1
何
分
後
に
起
り
、
そ

し
て
約
叩
分
位
続
い
た
後
、

不
定
時
に
止
み
ま
す
c

)

①
便
秘
や
一
「
痢
を
し
ま
す

①
場
合
に
よ
っ
て
は
に
関
節

が
、
は
れ
て
ビ
ツ
コ
を
引
き

ま
す
句

大
体
以
上
の
よ
う
な
症
状
を

あ
ら
わ
し
ま
す
。

最
後
に
、
発
病
し
た
場
合
は

す
く
、
獣
医
に
届
也
、
予
防
注

射
を
し
て
除
ぐ
こ
と
が
第
-
で

す
c

畜
産
品
評
会

だ

よ

矢
間
ワ
マ
ヨ
(
喜
多
灘
)
中
一
回
淵
ハ
ツ
ヱ

上
芳
則
(
グ
)
西
川
伊
勢
治
一
武
地
雪
光

(
出
海
)
水
本
繁
利
(
豊
茂
)
一
竹
内
初
太
郎

一
宮
仲
昂
(
庁
)
神
野
貞
之
一
明
智
訓
一

進

(

グ

)

一

新

江

隆

k
u
n
x
u八
日

MAunwu
影

山

暁

西

川

晴

二
宮

E
男

造

林

補

助

の

百

合

良

斉

会
寸

申

請

手

続

は

什

玉

弁

春

義

人

櫛

昭
和
三
十
五
年
春
植
と
今
年
玉
井
郷
二
郎

秋
植
を
し
、
造
林
補
助
金
交
付
白
弁
由
一

の
申
請
を
す
る
方
は
十
月
一
日
川
田
文
雄

か

ら

十

月

三

十

日

迄

に

森

林

組

出

合

へ

申

出

て

下

さ

い

。

嘉

友

幸
信大

安
男

頼
道

義
則

春
男白

政
月

り

甲つ

放益;
鳥島 i
しを i
ま i

と i
J._ 冒

近
年
非
常
に
狩
猟
獲
物
が
減

少
し
狩
猟
の
登
録
者
も
少
な
い

よ
う
で
す
か
ら
、
之
が
対
策
と

し
て
優
良
狩
猟
烏
の
増
殖
を
図

る
ベ
く
「
コ
ジ
ュ
ケ
イ
」
を
今

春
下
須
戒
¢
山
林
へ
放
鳥
致
し

ま
し
た
が
当
分
ね
禁
鳥
と
し
て

繁
殖
に
協
力
し
、
近
レ
将
来
に

楽
し
い
猟
期
を
向
へ
ら
れ
る
よ

う
狩
猟
家
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の

皆
さ
ん
も
保
協
力
干
さ
い
。

烏
は
体
形
、
大
き
さ
、
色
採

共
に
「
キ
ジ
」
の
雌
と
「
ヲ
ズ

ラ
」
の
中
間
程
度
で
す
。

恒
例
の
畜
産
品
評
会
が
、
こ

の
程
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
等
ま
で
の
成
績
は
次
の

通
り
で
す
。
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喜
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灘
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区
(
臼
月
別
日
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会

出

海

ゲ
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9
月
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μ
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食
下
須
戒
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川
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5
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長
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牛
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田
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グ
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木
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(
出
海
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グ
中
田
正
行
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下
須
戒
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吊

白

石

一

馬
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グ
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か
大
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徒
(
豊
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乳
牛
菊
地
朝
勝
(

p
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緬

羊

坂

弁

亨
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庁
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伊
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間
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多
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人
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笠
間
忠

明
(
曲
E
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山
羊

4
m
菊
地
一
日
一
(
出
海
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O

二
等
賞

安
和
牛

福
内
澄
春
(
喜
多
灘
)
大
谷

他
国
刀
(
喜
多
澱
)
高
木
亀
右
衛

門
(
喜
多
灘
)
矢
野
直
幸
(
喜

多
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回
上
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雄
(
出
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坪
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)
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出
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小
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類
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水
本
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利
(
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宇
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(
グ
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水
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隆
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)

決
乳
牛

丸
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坂
男
(
豊
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春
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(
庁
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宇
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宮
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(
庁
)
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a
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今
年
の
品
評
会

J
1
東

に
も
ぜ
ひ
出
口
旦
日

」
武
田

さ
あ
、
農
村
漁
家
の
皆
さ
ん
ア

本
年
は
第
五
回
目
の
口
問
評
会
で
十

γ
一
池
田

す
。
本
年
出
品
の
選
定
は
出
来
r
一

ま
し
た
か
?
こ
れ
か
ら
忙
が

し
く
な
る
と
「
え
L
い
、
め
ん

ど
う
く
さ
い
」
と
云
っ
て
「
さ

あ
出
品
だ
」
と
云
う
時
に
「
し

ま
っ
た
」
と
あ
わ
て
な
い
様
に

今
か
ら
出
品
物
の
選
定
を
し
て

お
き
大
切
に
育
成
、
保
管
を
し

て
、
益
々
盛
大
に
挙
行
し
て
農

民
の
共
同
祭
に
し
て
本
年
の
汗

の
結
目
聞
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
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主謹ー

①米の生産額は(平年作で)

長浜町では 960トン

愛媛県では 150.000トジ

全国では 1.200万トジ

に近づいています。

①10ア ル当りの平均収量は、とのご

ろ360kgになりました。

①臼本では約300万トシの米麦を輸入

しています。

①米作り競争では10アール当り 800kg

をこえるものがあります。

昭和32年の最高は865kgでした

②昭和24年から昭和33年までの年時害IJ

米穀の生産高は次表の通りです
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